
《検討》

・埼玉県の将来像
・重点施策テーマ
・分野別施策体系
(SDGsとのリンク)

第１回庁内推進本部会議で決定した埼玉版SDGsの重点テーマ「埼玉の豊かな水とみどりを守り育む」を基に、内閣府の「SDGs未来都市」

への提案を行う 【計画期間3年間】

【SDGs未来都市の概要】

○ 内閣府が自治体からSDGsの達成に向けた提案を公募し、優れた取組を行う自治体を「SDGs未来都市」として選定(30都市程度)。

○ 選定された都市は、国と連携しながら提案内容を基に３年間の計画を策定するとともに、達成に向けた取組を積極的に実施。

内閣府『ＳＤＧｓ未来都市』への提案について

将来ビジョン 地域の実態、 2030年の目指す将来像、 経済・社会・環境の三側面に係る優先的なゴール・ターゲット及びKPI

取組内容 今後３年間に進める取組、 情報発信、 他地域への普及展開性

推進体制 総合計画、個別計画等へのSDGsの反映、 行政内部の執行体制、 ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの連携
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取組内容 今後３年間に進める取組、 情報発信、 他地域への普及展開性

推進体制 総合計画、個別計画等へのSDGsの反映、 行政内部の執行体制、 ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの連携

モデル事業 三側面をつなぐ統合的取組事業

資料１

※特に先導的なモデル事業（三側面をつなぐ統合的取組事業）は「自治体SDGsモデル事業」として選定（10事業）され、

１年度限りの補助金（2,700万円上限）が交付される。



2018年度～2020年度 『ＳＤＧｓ未来都市』選定都市一覧

（10道府県）
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➢ 埼玉の豊かな自然環境を県民や企業など多様
な主体が連携して守り育み、有効に活用し、人が
集まり賑わうという好循環の仕組みの構築

➢ 多種多様な動植物が生息・生育できる自然環
境・生態系が創造・維持される取組の推進

➢ カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に向け
た、エネルギーの有効利用やライフスタイルの転
換、ＣＯ２排出量削減の推進
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➢ 埼玉県５か年計画（次期）（2022～2026年度）

➢ 埼玉県地球温暖化対策実行計画（第2期）（2020～2030年）

➢ 埼玉県子育て応援行動計画（2020～2024年度）

➢ 埼玉県防犯のまちづくり推進計画（2020～2024年度）

➢ 埼玉県文化芸術振興計画（2021～2025年度）

➢ 埼玉県農林水産業振興基本計画（2021～2025年度） 等

➢ 超少子高齢化､人口減少社会への移行、新型コロナ感染症の拡大など様々な課題に直面
➢ 持続可能な成長を続けるためには、豊かな自然環境など地域の魅力を最大限生かし､経
済・社会・環境の３側面でバランスのとれた暮らしやすく県民に愛される地域を構築していく
ことが必要

➢ 埼玉版ＳＤＧｓの推進の結果、３つの将来像「安心・安全の追究」、
「誰もが輝く社会」、「持続可能な成長」を実現

➢ 多様な主体が相互に連携し、誰ひとり取り残さない、持続可能な
発展・成長を遂げる「日本一暮らしやすい埼玉県」を実現

➢ 本県で構築した以下の２つのフレームがあれ
ば、他自治体においても、また別のテーマで
あっても応用が可能
① 自治体内の縦割り排除の仕組みづくり
→庁内一丸でＳＤＧｓを推進していく仕組み
→重点テーマを部局横断で検討する仕組み
② ステークホルダー連携の仕組みづくり
→産学官金等多様な主体と連携する仕組み
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2030年のあるべき姿

【経済】 持続可能な経済発展に向けて成長分野に投資し、産業育成や企業の誘致を推進
【社会】 コンパクトで利便性が高いまちづくりなど、ポストコロナ時代の新たな人の流れに対応した取組の推進
【環境】 本県の特徴の一つである自然環境を守り育て生かしていくとともに、再エネ導入などカーボンニュート

ラル・脱炭素社会に向けた取組の推進

2030年のあるべき姿の
実現に向けた優先的
なゴール・ターゲット

➢ 県民向けＳＤＧｓアプリによる情報発信
➢ 埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームによる
メルマガの配信やシンポジウム開催

➢ 埼玉県環境ＳＤＧｓ取組宣言企業の実践内容を
ＨＰで公開

➢ 企業向けＳＤＧｓ経営セミナーにおける取組周知
➢ ジェトロ埼玉、ＪＩＣＡ埼玉デスクと連携した海外へ
の情報発信 等

情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映

➢ 「埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム」との
連携
・ 県内企業・団体、ＮＰＯ、大学、市町村、
メディアなど会員約400者と連携
・諸課題解決を進める場を設定するとともに、
全県的な体制で横展開を図る

➢ 「埼玉県ＳＤＧｓ庁内推進本部」の設置
・知事を本部長、副知事を副本部長、各部局長
を本部員とし、全庁一丸の推進体制を構築

➢ 埼玉県の特性に応じたＳＤＧｓに重点的に取り組
むべき２つのテーマの設定

➢ テーマごとの部局横断型の庁内ワーキンググ
ループの設置

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

➢ 企業等が自律的にＳＤＧｓに取り組むインセンティブを設定し、自ら行動に移していく自立好循環を目指す制度を構築
・ 埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録制度：ＳＤＧｓの取組を自ら実施、公表する企業体等を登録する制度。企業活動とＳＤＧｓとの関連
性を明確化し、企業価値向上・競争力強化を図る仕組み

・ 埼玉県環境ＳＤＧｓ取組宣言企業制度：環境分野のＳＤＧｓに取り組むことを宣言した企業等を県ＨＰ等で発信・支援する仕組み

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2021年度SDGs未来都市全体計画提案概要（提案様式２）

提案全体のタイトル：「日本一暮らしやすい埼玉県」へ～埼玉版ＳＤＧｓの推進～ 提案者名：埼玉県

全体計画の概要
「安心・安全の追究」、「誰もが輝く社会」、「持続可能な成長」の３つの将来像を見据え、豊かな自然環境に囲まれ都心からも近く暮らしや

すい埼玉の特徴を生かしながら、多様なステークホルダーと連携し全県一丸となって社会課題の解決に取り組み、『日本一暮らしやすい埼
玉県』を実現する。

豊かな自然と共生する社会の実現
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2021年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

自治体SDGsモデル事業名：埼玉の豊かな水とみどりを守り育てる
ワンチーム埼玉プロジェクト

提案者名：埼玉県

取組内容の概要：埼玉県は、利根川や荒川などの豊かな河川に恵まれている。また、美しい山並みと森林に包まれ、そして見沼田圃や武
蔵野の雑木林などの身近な緑に囲まれている。都心からも近く自然も豊かな埼玉を守り育て、故郷の財産として未来につなぐ取組を、多
様なステークホルダーと連携しワンチームで推進していく。

経済 社会
経済面の相乗効果①

環境保全の新たな担い手確保

社会面の相乗効果①

地域の賑わい創出による
地域経済活性化

経済面の相乗効果②

企業等による環境保全の活動拡大

環境面の相乗効果①

自然を活用した経済活動の促進
環境面の相乗効果②

県民の環境保全意識の向上

社会面の相乗効果②
県民の環境保全活動への参画促進

課題：地域経済の活力維持

➢ 民間事業者等と連携した魅力ある水辺空
間の創出等の取組 ・ 小水力発電活用の
支援

➢ 農業用水における賑わいの水辺空間の創
出等の取組

➢ 森林資源の循環利用の促進、県産木材の
安定供給・需要拡大の取組

➢ 伝統的農業を守り育てる取組

➢ 魚影豊かな川づくりに向けた取組

課題：環境保全や農業の担い手の高齢化・減少

➢ 県営こども動物自然公園における谷戸環境の再
生と生物多様性保全の取組

➢ ワンチームで取り組む生物多様性の保全の取組

➢ みどりの担い手づくりに向けた取組

➢ 環境学習の推進に向けた取組

➢ 農業の担い手確保に向けた取組

➢ 川で繋がる「山」と「まち」が連携し豊かな森を守る
ための取組

➢ 水源地域と下流の都市部との住民交流の取組

➢ 水にまつわる安心・安全の確保に向けた取組

課題 ：河川水質の悪化や森林・みどりの減少

➢ 合併浄化槽への転換推進や下水の高度処理化による河川環境
の改善に向けた取組

➢ 海がない埼玉県による海洋マイクロプラスチック対策の取組

➢ 身近な街なみ、園庭・校庭におけるみどりの創出等の取組

➢ 水の故郷～水源林～を流域自治体がワンチームで守る取組

➢ 首都近郊の貴重な大緑地空間「見沼田圃」を守り育てる取組

環境

【三側面をつなぐ統合的取組】

水
ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポーターズ

～水辺を守る～

みどり

彩の国みどりのサポーターズクラブ
～みどりを創る～

埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム ～パートナーシップの推進～

埼玉版ＳＤＧｓを推進する「水とみどりのサポーターズ」
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部局 事業名

環境 ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポーターズプロジェクト事業費

環境 みどりの美緑づくりバトンパス事業

環境 みどりの担い手づくり事業費

企財 埼玉版SDGｓ推進費

埼玉の豊かな水とみどりを守り育てる
三側面統合及び三側面事業一覧

三側面統合の取組

環境面

経済面

社会面

部局 事業名

県土 川の再生推進費

農林 水辺周辺活用事業(農業用水)

農林 森林循環利用促進事業

農林 伝統的農業継承支援事業

農林 魚影豊かな川づくり推進支援事業

部局 事業名

環境 豊かな川を育む浄化槽台帳デジタル化推進事業費

環境 合併処理浄化槽転換促進事業費

環境 浄化槽検査監視指導費

下水 下水道段階的高度処理整備事業

環境 マイクロプラスチック削減対策事業費

県土 河川改修費（水辺）・緊急浚渫推進費

環境 身近な緑の保全事業費

環境 みどりの街なみ創出事業費

環境 みどりいっぱいの園庭・校庭促進事業費

環境 緑のトラスト運動推進費

企財 水源地域保全等支援事業費

企財 見沼田圃保全・活用・創造事業推進費

部局 事業名

都市 公園等建設費（動物園SDGｓ）

環境 生物多様性保全総合対策事業費

環境 みどりの担い手づくり事業費（再掲）

環境 自然ふれあい施設管理費

環境 自然公園満喫プロジェクト事業費

環境 環境学習推進事業費

環境 みどりの美緑づくりバトンパス事業（再掲）

教育 環境学習

農林 企業参入連携促進事業

企財 「住むなら埼玉」移住総合支援事業

農林 森がつなぐ山とまちの未来事業

企財 水源地域いきいき振興事業費

県土 水害リスク軽減対策費（県単）（国庫）（公共）

県土 砂防施設費・急傾斜地崩壊対策費

企業 大久保・吉見浄水場高度浄水処理施設整備事業費 5



三側面 ＫＰＩ 最新値（現状値） 目標値

【経済】
民間事業者等による河川空間の利活用件数 2020（令和２）年度 12件 2026（令和８）年度 24件

県産木材の供給量 2019（令和元）年度 97,000㎥ 2026（令和８）年度 120,000㎥

【社会】

生物多様性の認知度 2019（令和元）年度 63.9％ 2026（令和８）年度 75％

都市と山村の連携による森林整備の実施市町村 2020（令和２）年度 ---件 2026（令和８）年度 18市町村

みどりの研修制度参加人数 2020（令和２）年度 66名 2026（令和８）年度 420名

【環境】
生活排水処理率 2019（令和元）年度 92.8％ 2025（令和７）年度 100％

身近な緑の創出面積 2019（令和元）年度 227ha 2026（令和８）年度 577ha

自治体モデル事業に関するＫＰＩ

相乗効果 ＫＰＩ 最新値（現状値） 目標値

経済→環境
民間事業者等による河川空間の利活用件数（再掲） 2020（令和２）年度 12件 2026（令和８）年度 24件

温室効果ガスの排出量削減率（2013（平成25）年度比） 2017（平成29）年度 7.8％減 2030（令和12）年度 26％減

環境→経済 水辺空間を活用したビジネスマッチングの件数 2020（令和２）年度 ---件 2026（令和８）年度 300件

経済→社会 ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポーターズの個人サポーターの登録者数 2020（令和２）年度 ---人 2026（令和８）年度 30,000人

社会→経済 民間事業者等による河川空間の利活用件数（再掲） 2020（令和２）年度） 12件 2026（令和８）年度 24件

社会→環境
都市と山村の連携による森林整備の実施市町村（再掲） 2020（令和２）年度 ---市町村 2026（令和８）年度 18市町村

生物多様性の認知度（再掲） 2019（令和元）年度 63.9％ 2026（令和８）年度 75％

環境→社会
ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポーターズの個人サポーターの登録者数（再掲） 2020（令和２）年度 ---人 2026（令和８）年度 30,000人

みどりの研修制度参加人数（再掲） 2020（令和２）年度 66名 2026（令和８）年度 420名

自治体モデル事業 三側面の相乗効果に関するＫＰＩ

ＳＧＤｓ未来都市等提案に関するＫＰＩ一覧（自治体モデル事業）
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